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 貝殻を焼成し得られた酸化カルシウムからアラゴナイト型炭酸カルシウムの合成を試みた。得られた炭

酸カルシウムは X線回折と電子顕微鏡によって分析した。その結果として、Mg/Caモル比が 1.6、反応温が

18～40℃、二酸化炭素ガス吹き込み速度が 6～25mL/min.の条件下において、カルサイト型炭酸カルシウム

を含まないアラゴナイト型炭酸カルシウムが合成できることがわかった。 

 

 


